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iシエアのつどい in滝の水」に参加して

9/27(日 )に滝の水学区のシエアのつどいが催されました。今年で30回という事で、
学区内70才以上のシニアが対象です。毎年、招待状を貰いながら、理由も無く欠席を続
けて来ましたが、今年初めて参加をしました。約250名以上のシエアが参加していて、
結構多いんだなと、正直びつくりしました。

初めて参加しようと思つたのは、絵画、写真、工作といったシニアの人が作成した作品

展示がなされているからで、緑鯨城会作品展との作品比較もしたかつた。当然、緑鯨城会

の作品数とは比較できない少ない出展数ですが、作品内容は結構すばらしかつたです。同

じ緑区内で私たちの知らない多くのシエアの人達がこの様な作品を作っているのかと改め

て思いました。また、この人達は緑鮨城会の作品展の存在も知らないだろうなとも思しヽま

した。緑区、警察署及び各町内会組織をバックにした催しで、緑鯨城会作品展のPRと は
比べ物になりませんが、今後この人達が、緑鱗城会作品展に出展して貰えれば、もっと盛

り上がるかなとも勝手に思った次第です。

ポッカレモン消防隊 (ブラスバンド)の演奏及びダンスもすばらしかったです。

出席されていた緑区役所徳重支所の辻支所長、緑区社会福祉協議会の吉川事務局長、瀬

古次長 (OXク イズ形式の講和をした)に ご挨拶をして、会場を後にしました。

令和 7年 9月 27日
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第30回

シエアのつどい in滝ノ水

と き 令澪目7年9月 28日 (日 )

ところ 滝ノ水小学校 体育館

9:30～ 11:30

楽しい話輌和・輪を広げましょう I

【内容】
○舞台イベント(警察署 :こよる講話他お墜L登_1二 )
○手軽な体操
○地域の皆さんとの談笑、交流
○健康口福祉 (介護・その他)に関する相談コーナー
○作品展示
○長寿者紹介
○趣味の手工芸、絵画、俳旬、書、写真などの展示、シエアクラブの紹介

主催 :滝ノ水学区福祉推進協議会  名古屋市

協力:滝ノ水学区連絡協議会        滝ノ水学区区政協力委員会
滝ノ水学区民生委員児童委員協議会  滝ノ水学区シエアクラブ連絡会
滝ノ水学区福祉推進協議会ボランティア 緑区社会福祉協議会
緑区役所福祉課           緑保健センター
滝ノ水′1ヽ学校            緑警察署
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